


















小児パラプレジアの原因として重要な因子となる脊椎披裂のうち,特に開放性脊髄髄膜瘤

に対する早期瘤閉鎖の必要性については,我が国でも一般に認識される様になった。しかし

新生児期に救命し得た症例もその後に合併する水頭症,排尿排便障害.下肢機能不全に対す

る適切な治療なしには良好な予後は期待し得ない。 


